
22.空中写真による森林の多目的利用に関する調査

1(試験担当者
本察w首部慌測研究室長 中岛 あほか

2•試賊目的
フォールスカラー写與,長焦点カメラ等の空中写其の新技衔ならびに情粉解折手法等の新 

技術を十分に活用し林分の材積,成長,枯損,更飾等の現況と推移を効隼的に把歩する方法 

を明らかにし,木材生産,国土保全,社会更生等の森林設能を総合的に明発しう.ろ土挺刑用 

区分,作吳計阚锂法立案を目的とする調毛去を险する°

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

空中う直を利用した•洩直法の商究によって,森林の枠造や生産材のだ,成灰,枯損筈の現 

況を写直費個によって効率的に求める方法が明らかとなった,唆た,これを地上調査と祐合 

せしめる数債写真図の手法も辭決されていろので,今後れこれらの成果を応用目的Iて足じて 

適用しうる段階である。

左お4 6年産劉資予定のため4 5年53Cおいて北見営林同管内国有林のフォールスカラー 

尊戒影を宛了している。

4. 昭和4 6年度の試験計画

北海洵匕見物大同壮内天然林(北見,網走可県区)における

1. 林祁,枯拙,生長延の予測數備表の作成

2. 散値写真回利用Kよる林分推定と現址孫認

3. 更新決慾の把提を呂的とする現抱劉査

4. 写狀要因による更新英件の区分解析

5. これらを総合した土地利用区分の作成

なお引をつづせ渕死研究実招予定の石北韓を中心とする約15.0 0 〇 h aトムラウシ森林 

の推移追跡のための約1,。 U  )> aの撤彤ならWて予備消表をおこなう。
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23.国有林経営にむける技術の体系化

1.試鎖担当者
本場 •嫁化郃作業第二研究室長 渡部庄三郎ほか

〃 " 作業第一研究室長 辻 隆道ほか

ク縫営蹄経営研究室 加崎 実

2•試験目的
林套における生産愛成の値别的左技術の発扱進歩はうざすしいものがあるが,これら個々 

技術を体系づけてはじめて総合効架が発探される。従来から,この瑙の研究に欠けているの 

で,跋行的な作莞から械械化または生産合理化の西ぎとなっている杉含がある。現段階に右、 

ける個別技術の進展惰況と社会恍勢の:兼ね合いを見ながら甜状に即底した省力技街休系を求 

め,併せて祉理蜒の所究が急務である。このため最終生逢数嫌を目途にかさ,林袤生産と 

しての専門的に分化された基礎ないし個別技術を相互関連の立炳からみて,株木生産:として 

の矯合的効果を発揮できる手法の碓立をはかる。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

伐採から再ぴ成林する!での林木生窿過程に朴ける跡I农術をネツトワークにして各工程 

間の労任;懲:差別の表わし方,おにぴ民筆・林と国有林との生聞列を組立てた。投下労働蟻は 

伐出,育林とも国有林が民有林に比し少たいが,鈴降饮では高くなっている。

各作業の養性と功程の推定牝は数愷化手法にXる湖!がー佑活用できる以通しができた〇 

sた年間の作英悅臓と人员配般糾両についての比例務法»無材槻大きさ別費用関数等エ 

暮粗立ての必要資料を作成した〇

4. 昭和4 6年度の試験計画

伐出関係!笠あっては,剛規模,環境条件4て応じた伐出方法の選択,育林閃保にちっては 

都分工程を作業仕坦みの中にセット的K兼定でさる方法に冽し進的ていく。
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